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 第１章  伊 達 市 の 概 況  

 

１． 伊達市の成り立ち 

 

伊達市は少子高齢社会の到来、逼迫する地方財政といった課題に立ち向かい、地方分権

による自主自立のまちづくりの基礎固めを行うために、平成 18(2006)年３月に大滝区(旧

大滝村)と合併し、新伊達市として新たなスタートを切りました。 

 令和元(2019)年度からは、市民の皆さまとともに策定した第７次伊達市総合計画のも

と、依然として厳しい社会情勢が続く中であっても、本市が直面する課題を克服し、市民

皆が誇りを持ち、豊かさを感じながら生活できるまちを実現するために、将来像を「みん

なが豊かさを感じられる 市民幸福度最高のまち」と定めて｢まちづくり｣を展開していま

す。 

 

【伊達地域(旧伊達市)の成り立ち】 

伊達地域の開拓は、明治３(1870)年、仙台藩一門亘理領主伊達邦成(だてくにしげ)とそ

の家臣たちの自費による集団移住という他に類を見ない独特の形態で行われており、北海

道においてはとりわけ古い歴史と伝統文化を有しています。 

明治 33(1900)年の一級町村制施行による有珠郡東紋鼈村(ひがしもんべつむら)、西紋鼈

村(にしもんべつむら)、長流村(おさるむら)、有珠村(うすむら)、稀府村(まれっぷむら)、

黄金蘂村(おこんしべむら)の合併による伊達村の誕生、大正 14(1925)年の町制施行、昭和

47(1972)年の道内 33 番目となる市制施行を経ています。 

北海道の中心である札幌市からはＪＲや高速道路の利用により約 100 分の距離に位置

し、海と山と湖に囲まれた田園風景の広がるまちは、豊かな自然環境と四季を通じて温暖

なことから「北の湘南」と称されるなど、快適な居住地として知られています。 

 

【大滝区(旧大滝村)の成り立ち】 

大滝区の開拓は明治 27(1894）年に鹿児島県人の橋口文蔵が優徳および北湯沢に農場を

拓いたのが開拓の始まりと伝えられ、一帯は壮瞥村の管轄として入植者を増やしていきま

した。 

大正４(1915)年には壮瞥村から分村し徳舜瞥村となり、昭和 25(1950)年には大滝村と改

称、森林産業、農業、鉱業の隆盛とともに歩み続けてきましたが、昭和 30 年代後半以降

は、零細経営農家の離農、徳舜瞥鉱山の閉山等により急激な過疎現象に見舞われました。 

その後、「福祉村構想」や｢観光施策の推進｣などあらたな地域づくりを展開した結果、

就業機会の拡大などにより定住人口もある程度回復し、急激な過疎化の進行からは脱却し

ましたが、若年層の流出、高齢者比率の増加など、現在も過疎化の問題は継続しています。 
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■伊達地域へのアクセス■ 

  ○札幌から  車 (道央自動車道）････････････････････････ 約 1 時間 40 分 

               車（中山峠経由：R230・R276・R453）････････ 約 2 時間 20 分 

               車（美笛峠経由：R453・R276・R453）････････ 約 2 時間 30 分 

               ＪＲ特急･･････････････････････････････････ 約 1 時間 40 分 

  ○千歳から 車（道央自動車道）････････････････････････ 約 1 時間 15 分 

               ＪＲ特急･･････････････････････････････････ 約 1 時間 10 分 

   ○函館から 車（R5・道央自動車道）････････････････････ 約 2 時間 40 分 

               ＪＲ特急･･････････････････････････････････ 約 2 時間 00 分 

 【伊達市大滝区】 

   ○札幌から  車（中山峠経由：R230・R276）･･････････････ 約 1 時間 50 分 

               車（美笛峠経由：R453・R276）･･････････････ 約 1 時間 40 分 

○伊達地域から  車（R453） ････････････････････････････････    約 40 分 
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２．位置と気象 

 

本市は北海道の中央南西部、道都札幌市と函館市の中間に位置します。伊達地域と大滝

区は壮瞥町を挟み、東は登別市・白老町・千歳市、西は喜茂別町・留寿都村・洞爺湖町、

南は室蘭市、北は札幌市と隣接しており、面積は 444.2 ㎢となっています。 

噴火湾(内浦湾)に面する伊達地域は、日本海から津軽海峡を通過する対馬暖流の影響を

受けるため、四季を通じて温暖であり、農作物も豊富で秋には柿が実るほどです。また初

雪も 11 月と遅く、北海道の中でも降雪量が少ない状況です。 

厳しい冬の期間が長い北海道において、本市はもっとも恵まれた気象条件を有している

ことから「北の湘南」といわれています。また、夏場は過ごしやすい気候であることから、

夏の間だけ避暑のために伊達地域へ訪れる方が増えています。 

一方、内陸に位置する大滝区は内陸性の気候となっており、例年、最深積雪が 100cm を

上回り、北海道の冬の厳しさが感じられます。 

 

伊達市の気候 

  
最高気温 

(℃） 

最低気温 

(℃) 

平均気温 

(℃) 

最大風速 

(ｍ/s) 

平均風速 

(ｍ/s) 

日照時間 

(ｈ/年) 

最深積雪 

(ｃｍ) 

降水量 

(mm/年) 

伊達地域 31.8 -13.1 10.0 西 12.1 2.9 2,089.8  － 664.5 

大滝区 30.4 -19.1 6.9 東北東 7.7 1.6 1,530.9 106 1,225.5 

（令和 6(2024)年気象庁札幌管区室蘭地方気象台） 

 

３．人口・世帯数 

 

世帯と人口の推移       （単位：左縦軸/人口(人)、右縦軸/世帯数(世帯)）

 
※平成 17 年より前の数値には旧大滝村を含まず              （国勢調査） 
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年度別住民基本台帳人口(各年度４月１日現在） 
（単位：左縦軸/人口(人)、右縦軸/高齢化率(％)） 

 
（住民基本台帳人口） 

 

5 歳階級別人口                              （単位：人、％） 

年齢区分 
令和７(2025)年 令和２(2020)年 

増減 
構成比 

(R7.4.1 住基台帳) (国勢調査) 令和６年 令和２年 

0～4 歳 696 884 △ 117 2.43% 2.69% 

5～9 歳 922 1,128 △ 158 3.08% 3.44% 

10～14 歳 1,136 1,343 △ 161 3.75% 4.09% 

15～19 歳 1,282 1,303 △   9 4.10% 3.97% 

20～24 歳 1,009 932 74 3.19% 2.84% 

25～29 歳 1,035 1,148 △ 100 3.32% 3.50% 

30～34 歳 1,155 1,200 53 3.97% 3.66% 

35～39 歳 1,261 1,534 △ 253 4.06% 4.67% 

40～44 歳 1,609 1,990 △ 349 5.21% 6.06% 

45～49 歳 2,065 2,434 △ 205 7.07% 7.41% 

50～54 歳 2,420 2,087 325 7.65% 6.36% 

55～59 歳 2,134 2,020 111 6.76% 6.15% 

60～64 歳 2,040 2,184 △ 138 6.49% 6.65% 

65 歳以上 12,124 12,601 △ 368 38.84% 38.39% 

不詳 0 38 △  38 0.0% 0.12% 

総数 30,888 32,826 △1333 100.0% 100.0% 

※増減は国勢調査を基準として計算した数値になります。 

（令和２(2020)年国勢調査、令和７(2025)年住民基本台帳人口） 


